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年 記 事 の 見 出 し
2002 「ひきこもり長男殺害の被告に懲役7年 大阪地裁」（2002．5．28）
2003 「ニュージーランドの不登校生施設で邦人死亡 集団暴行の疑い」（2003．2．27）
2006 「手足を拘束？ 26歳死亡 名古屋・引きこもり支援団体の寮」（2006．4．19）ほ
か61件
2007 「自立支援寮に賠償命令 『放送などで人権侵害』 名古屋高裁，時効退ける」
（2007．9．27）
































告知欄 149 86 111 114 129 162 131 124 107 120 84
それ以外 25 35 30 45 54 52 33 31 22 33 21
















告知欄 告知欄以外 合 計 全関連記事に占める割合
90年代 149 25 174 58％
00年 86 35 121 32％
01年 111 30 141 35％
02年 114 45 159 40％
03年 129 54 183 47％
04年 162 52 214 42％
05年 131 33 164 35％
06年 124 31 155 29％
07年 107 22 129 31％
08年 120 33 153 38％
09年 84 21 105 32％
図3 【イベント告知・情報提供】の概要
図4 【告知欄】と【告知／情報提供】の割合
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